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3.7　

リ
ス
ク

相対リスクと寄与リスク 

要因
罹  患

計
あ り な し

ばく露群 A B A+B
非ばく露群 C D C+D

リスク 

相対リスク ＝              ＝

寄与リスク ＝           ―            

要因ばく露群の罹患リスク

要因非ばく露群の罹患リスク

要因ばく露群の罹患リスク 要因非ばく露群の罹患リスク

＝    ―

A
A+B

C
C+D

A
A+B

C
C+D

要因ばく露によってその個人が何倍罹患しやすくなるか

要因ばく露によってその集団の罹患率がどれだけ増えるのか

　相対リスクとは、ある原因により、それを受けた個人のリスクが何倍高まるか、と
いうことを表したリスクです。疫学で普通にリスクといった際には、「相対リスク」
のことを指していることが多いのですが、これ以外にも、寄与リスクという考え方が
あります。寄与リスクとは、ある原因により、集団の罹患率や死亡率がどのくらい増
えるかということを表しています。
　例えば、ある集団が何かしらのリスク源に曝されている、ある集団は曝されていな
いとします。曝されていない集団では、ある疾患の患者が、100 万人に２人出るの
に対し、曝されている集団では 100 万人中３人患者が出るとします。
　相対リスクというのは、どれだけ疾患になりやすくなるかという観点のリスクです
ので、患者が２人が３人になった、つまり、リスクは 1.5 倍になったと評価します。
一方寄与リスクでは、集団内でどれだけ患者が増えた分を考えますので、100 万人
中の１人、つまりは 10-6 リスクが増加したと考えます。また、患者３人のうちの１
人分は、リスク源によるものとして３分の１を寄与割合と呼びます。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 27 年３月 31 日
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